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５月９日、全校で交通安全教室を実施しました。和歌山県警ひまわり隊の皆さんから話を聞き、道路の歩き

方や自転車の乗り方などのルールを DVDで観賞して学びました。グラウンドでは、横断歩道の渡り方や自転

車の乗り方を実際に体験し、交通ルールについての理解を深めました。交通ルールを守ることで、自分が事故

にあわないように、そして事故を起こさないようにすることをひまわり隊のみなさんと約束しました。 
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５月１８日（火）、太地町立くじらの博物館へ行ってきました。はじめに、みんなで海洋水族館（マリナリ

ュウム）に入り、トンネル水槽では、トンネルの中から泳ぐ魚や珍しい白イルカを見ました。イルカショーで

は、イルカがジャンプするたびに歓声があがりました。イルカショーが終わると、イルカとタッチをしました。

イルカが少し怖い子供もいましたが、何度も触ったことがある子供たちは、イルカと友だちのような雰囲気で

した。お昼にはお弁当を見せあい、子供たちは「先生！みてみて！」と大喜びでした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5 月 25 日（木）にくじら博物館へ行ってきました。事前に地域の文化である捕鯨について学習しており、

博物館を見学することでより理解を深めることができました。生徒たちは、実際に使用された道具や船・鯨の

実寸大の模型などに興味津々でした。その他にも鯨やイルカのショーも見ました。鯨やイルカの迫力あるパフ

ォーマンスを見て、何度も拍手していました。捕鯨の道具や鯨などを普段、見たことのない生徒たちにとって、

良い経験になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 学部遠足 太地くじら博物館 

 

中 2 校外学習 ～太地くじら博物館～ 
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5 月２３～２６日、3 泊４日の日程で東京方面へ修学旅行に行って来ました。1 日目、生徒によっては、初

めて見る新幹線や富士山に感動しました。品川駅の人の多さに驚き、アクアパークのイルカのジャンプ、ウォ

ーターショーに癒されるなど、新たな発見に心揺さぶられる日となりました。 

２日目、班ごとに事前学習を重ねて、計画を練ったディズニーランド。世界有数のテーマパークで、アトラ

クションを楽しんだり、自分のほしいお土産を買ったりと、たくさんの笑顔が見られました。３日目、午前中

はお台場での班行動、午後は、日本一高い建築物であるスカイツリー、そして地下鉄での移動と盛りだくさん

の 1日を満喫しました。４日目、帰りの南紀号の中では、家に帰れる安心感と楽しかった修学旅行が終わって

しまう寂しさが入り混じった気持ちが会話を通して伝わってきました。 

 生徒たちは、高等部での大きな行事を節目として、生徒一人ひとりが一回りたくましくなったように感じま

す。今後も、修学旅行などを通して培ってきたチームワークで、学習活動へと取り組んでいってほしいと願い

ます。 

 

高３ 修学旅行  


